
Ｎｏ．２５５ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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第 ３ 回

佐 井 村 健 康づ く り

フ ェ ス テ ィ バ ル

－１０月１０日 アルサスー
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▼

２
～
３

平
成
元
年
度
決
算

４
～
７

む
ら
の
話
題

８
～
９

教
育
だ
よ
り

１０
～
‥且

保
健
婦
だ
よ
り

１２
～
１３

出
嫁
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

１４
～
１５

交
母
だ
よ
り

１６
～
１７

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１８
～
１９

お
し
ら
せ

２０

戸
籍
の
窓
口



２９億５，８９０万円のつかいみち

平成元年度
村 。家 計 簿 。公 表

むらおこし事業特別会計

歳入 １２，７５２ 歳出 １２，７５２

土地取得事業特別会計

歳入２９，２０６ 歳出２９，２０６

主 な 事 業

○ 津軽海峡文化館 （アルザ ス）整備事業 …… ………８７７，８９５

０ 村 制施行１００周年記念事業協賛会 補助 金 …………３７，８８９

０ マ イクロ バス購入 …………………………… …… ……５，０１２

０ 水田肉用牛等生産条件整備事業 …………… ………１０，１１４

０ 林 産集落振興対策事業 …………………… ……… ……２，６１８

０ 小 規模治山事業 ……………………… …… ……………５，６９９

０ 拡 大造林事業 ……………………………… ……… ……２，９４９

０ ご み焼卸場改修事業 ……………………… ……………４，７１７

０ 漁船共同利用捲揚施設整備 （補助 金） … …………１０，３１７

０ 並 型魚礁設置事業 ………………………… ……… ……７，３３４

０ 原田漁港海岸保全施設整備事業 ………… …………３２，０００

０ 長 後漁港改修事業 ………………………… …………９０，０００

０ 福浦漁港局部改良事業 …………………… …………６０，０００

０ 漁港負担金 …………………………… …… ………… ３８，０００

０ 願掛園地公衆便所新築事業 ………… …… ……………８，０５６

０ 古佐井奥薬研線整備事業 ………… …………………１２，０００

０ 古佐井山線災害防止事業 ………… ……………………９，２７０

０ 県 道整備負担金 …………………… ……… ………… ２０，４００

０ 急 傾斜地対 策負担 金……………… ……………………３，４００

０ 小型動力ポ ンプ付積載車購 入（１台） ………………４，０９９

０ 防火水槽整備事業 （１基） ……… ……… ……………３，９２１

０ 長後小教員住宅新築事業 … ……………………………６，７７６

０ 佐井中学校屋根改修事業 … ……………………………２，１６８

０ 農業施設災害復旧事業 …………… ……………………１，１００

０ 用地取得事業 ……………… ………………………… ２９，２０６

０ 誘致企業設備投資資 金貸付事業 …………………… ２４，０００

平
成
元
年
度
の
決
算
が
九
月

定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
納
め

た
税
金
や
国
か
ら
の

交
付
金
な
ど
が
ど

の
く
ら
い
入

り
ど
の
よ



う
に
使
わ

れ
て
い
る
か

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〔
総

括
〕

元
年
度
の
決
算
は
、

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の
総

額
で
二
九
億
八
七
〇
五
万
円
、

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）
の
総

額
は
、
二
九
億
五
八
九
〇
万
円

で
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く

と
二
八
一
五
万
円

の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
年
度
と
比
べ
る
と

歳
入
総
額
で
六
億
九
九
八
万
円

の
増
、
伸
率
二
五
・
七
％
増
、

歳
出
総
額
で
六
億
四
七
六
〇
万

円
の
増
、
伸
幸
二
八
・
〇
％

増

と
な
り
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年

度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
伸
び
た
大
き
な
要
因
は
、

歳
入
面
で
は
地
方
交
付
税

の
伸

び
と
、
津
軽
海
峡
文
化
館

（
ア

ル
ザ
ス
）
整
備
事
業
に
係
る
村

の
借
入
金
（
村
債
）
の
増
に
よ

り
ま
し
た
。
歳
出
面
で
は
津
軽

海
峡
文
化
館
（
ア
ル
ザ
ス
）
整
備

事
業
等
単
独
事
業
の
増
に
よ
る

も
の
で
す
。

〔
歳

入
〕

歳

入

に

．占

め

る

ざ
な
内
容

ぼ
地
方
交
付

．税

が

一
三

億

九

七
三
八
万
円
で
歳

ズ
総
額
の
四
六
・
八

％
を
占
め
、次

い
で
村

．債
七
億
八
七
三
〇
万
円
で

二

六
・
四
％
、
の
次
に
み
な
さ

ん
が
納
め
た
村
民
税
や
固
定
資

産
税
等
の
村
税
で
一
億
七
九
八

九
万
円
、
六
・
〇
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
村
税
や
財
産
収
入
等

の
自
主
財
源
は
、
一
四
・
九
％

で
地
方
交
付
税

や
村
債
な
ど
の

依
存

財
源
は
八
五
・
一
％

と

な
っ
て
お
り
、
村
の
台
所
の
大

部
分
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

〔
歳

出
〕

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
総
務

費
が
津
軽
海
峡
文
化
館
（
ア
ル

ザ
ス
）
整
備
事
業
の
影
響
で
一

二
億
九
八
二
九
万
円
で
全
体
の

四
ご
丁

九
％
を
占
め
、
次
い
で

農
林
水
産
業
費
三
億
八
四
〇
一

万
円
で

匸

丁

○
％
、
公
債
費

二
億
九
七
五
六
万
円
で

Ｉ
〇
・

一
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
対

前
年
度
伸
率
で
も
総
務
費
が
、

二
〇
八
・
七
％
増
と
大
き
く
伸

び
て
い
ま
す
。

村民１人当り７９７，３３２円使われた！

（目的別歳出の内訳）

総 務 費

３４９，８４８円

民 生 費

３１，６７８円

衛 生 費

３８，３７８円

農林水産業費

１０１，８３２円

土 木 費

１６，８５８円

消 防 費

２９，４８７円

教 育 費

４２，７９４円

公 債 費

７８，９０６円

議 会 費

労 働 費

商 工 費

諸支出 金

そ の 他

１０７，４５１円



むらの情報を広く掲載いた

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

か
わ
い
い
孫
た
ち
の
た
め
に

磯
谷
老
人
ク
ラ
ブ
（
白
寿
会
）

の
み
な
さ
ん
は
、
八
月
二
十
九

日
、
地
区
内
の
清
掃
奉
仕
活
動

の
一
環
と
し
て
や
磯
谷
小
中
学

校
の
校
庭
の
除
草
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

加
わ
い
い
孫
た
ち
に
、
さ
わ

や
か

な
秋

空

の
も
と
で
元

気

い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
で
も
ら
お
う

と
、
会
員
全
員
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
、
黙
々
と
寸
時
も
手

を
休
め
な
い
働
き
ぶ
り
と
、
除

草
し
た
後
に
一
本
の
草
も
見
つ

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と

に
、
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

社
会
生
活
の
激
し
い
変
化
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
生
活
も
大

き
く
変
わ
り
、
勤
労
生
産
や
社

会
奉
仕
の
体
験
が
極
め
て
少
な

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
日
、

生
き
た
教
材
を
与
え
る
も
の
と

な
り
、
学
校
で
も
「
自
分
た
ち

の
地
域
の
人
々
が
、
地
域
の
清

掃
や
交
通
安
全
な
ど
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
様
子
を
観
察
し

た
り
調
べ
た
り
し
て
、
地
域
の

人
々
は
協
力
し
て
生
活
の
向
上

や
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
自
分
も

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
協
力

で
き
る
よ
う
に
す
る
。」
こ
と

を
目
標
と
し
て
指
導
に
努
め
る

こ
と
と
と
も
に
、
地
区
内
の
ご

み
拾
い
な
ど
奉
仕
活
動
を
体
験

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
老
人
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
校
庭
の
除
草
作

業
は
、
子
ど
も
た
ち
の
奉
仕
観

の
育
成
や
、
奉
仕
活
動
の
動
機

づ
け
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
囗

二
、五
〇
〇
日
達
成
記
念
大
会

九
月
二
十
九
日
、
津
軽
海
峡

文
化
館
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
し

て
、
交
通
安
全
関
係
団
体
か
ら

約
二
百
人
が
出
席
し
て
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
ニ
、
五
〇
〇
日
達

成
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、
記

録
を
三
千
日
ま
で
伸
ば
そ
う
１

１
と
新
た
な
目
標
樹
立
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
六

▲ 椦 谷 法 人 ク ラ ブ の み な さ ん

第
二
・
第
四
土
曜
日
が

閉
庁
に
な
り
ま
す

役
場
は
、
来
年
一
月
か
ら
、

第
二
・
第
四
土
曜
日
を
閉
庁
い

た
し
ま
す
。
国
や
県
で
は
す
で

に
土
曜
日
閉
庁
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
佐
井
村
で
も
役
場
が

「
土
曜
閉
庁
」
と
な
り
ま
す
の

で
、
村
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と

ご
協
力

を

お
願

い
し

ま

す
。な

お
、
村
民
生
活
に
関
連
の

深
い
次
の
施
設
な
ど
は
、
第

二
・
第
四
土
曜
日
も
休
ま
ず
業

務
を
行
い
ま
す
。

保
育
所
、
診
療
所
、
消
防
分

署
、
出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡

届
の
受
付
、
火
埋
葬
許
可
書
の

発
行
。

詳
し
く
は
、
広
報
さ
い
「
十

月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ

役
場
総
務
課
へ

地
区

に
お
け

る
学
校
の
果
た
す
役
割

長
後
小
Ｔ
字
校

立

花
由

秋

長
後
地
区
は
近
年
、
児
童
生

徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
現

在
小
学
校
児
童
十
二
名
、
中
学

校
生
徒
三
名
の
小
規
模
校
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
少
人
数
で
は

あ
る
が
、
学
校
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
地
区
住
民
に
と
っ

て
は
学
校
は
地
域
社
会
の
共
通

の
財
産
と
の
考
え
に
立
っ
て
い

る
。学

校
長
は
経
営
方
針
の
三
年

目
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
協
力
関
係
を
確
立
し
、
新

し
い
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
こ
の
地
域
の
生
活
を
支

え
て
き
た
優
れ
た
文
化
や
伝
統

Ｖｉ由撞ヤ刀名肅習



囗
、
県
道
か
も
し
か
ラ
イ
ン
で

ラ
イ
ト
バ
ン
が
沢
に
転
落
し
、

運
転
し
て
い
た
男
性
が
死
亡
し

て
以
来
、
今
年
八
月
三
十
日
に

ほ
ぼ
七
年
が
か
り
で
二
、
五
〇

〇
日
を
達
成
し
た
も
の
で
す
。

記
念
大
会
で
は
、
交
通
安
全

功
労
団
体
へ
の
表
彰
に
つ
づ

き
、
交
通
安
全
母
の
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
代
表
が
決
意

表
明
。
最
後
に
佐
井
村
交
通
安

全
対
策
協
議
会
長
か
ら
「
大
会

を
機
に
人
命
の
尊
さ
を
改

め
て

自
覚
し
、
事
故
の
な
い
平
和
な

村
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
三
千
日

達
成
決
意
宣
言
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
三
千
日
目

は
、
平
成
四
年
一
月
十
日
で
足

か
け
十
年
が
か
り
の
挑
戦
と
な

り
ま
す
。
出
席
し
た
み
な
さ
ん

は
、
暴
走
、
飲
酒
運
転
の
追
放
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
。
卜

の
着
用
励
行
な
ど
を
誓
い
合
い

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

▼夸俑富故死ゼ囗２．５００日達成記念大会

第
十
七
回
佐
井
村
老
人
の
つ
ど
い

九
月
二
十
六
日
、
津
軽
海
峡

文
化
館
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
、

原
田
か
ら
牛
滝
ま
で
の
老
人
ク

ラ
ブ
か
ら
約
二
五
〇
名
が
参
加

し
て
、
佐
井
村
老
人
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
「
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
コ
ー
ト
の
増
設
」

に
つ
い
て
、
力
強
い
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
互
い
に
元
気
な
姿

で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
喜

こ
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
楽

し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
話
し

も
は
ず
み
、
八
戸
市
お
と
み
会

社
中
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
漫
談

に
拍
手
や
笑
い
声
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

空カンのポイ捨てはやめよう／

９月２３日、佐井
村子ども会育成連

合会（会長奥本利

治）では、中道か

らガンカケ公園ま
での空カン拾いを

行いました。
この甫堊は 芋

ども会の行事計画の一環として行わ

れたもので、育成者や子どもたち
１３０名が参加しての作業となりまし

た。
夏の観光シーズンも終り、あちこ

ちに捨てられた空カンは、ゴミ袋で
４０個以上も集まり、参加者一同、投

げ捨てられた空カンの多さに驚いて

いました。
参加者のみなさんご苦労さまでし

た。

▼佐井村老人のつどい

を
大
切
に
保
存
し
、
次
世
代
へ

継
承
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

平
成
二
年
度
は
地
域
の
人
々

が
守
り
伝
え
て
き
た
伝
統
芸
能

を
受
け
継
ぐ
後
継
者
の
育
成
が

急
務
と
考
え
、
学
校
と
地
区
住

民
が
一
緒
に
手
を
取
り
合

い
、

地
区
の
指
導
者
や
婦
人
部
の
指

導
者
の
協
力
を
得
て
、
「
神
楽
」

「
も
ち
つ
き
踊
り
」
「
じ
ょ
ん

が
ら
節
手
踊
り
」
等
を
夜
六
時

三
十
分
か
ら
八
時
ま
で
、
地
区

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
練
習
を
重

ね
て
き
て
い
る
。
児
童
生
徒
は

練
習
に
意
欲
的
で
、
時
間
よ
り

も
早
く
集
合
し
自
主
的
に
練
習

を
始
め
る
熱
心
さ
で
、
そ
の
上

達
も
早
く
指
導
者
を
驚
か
せ
て

い
る
。
練
習
成
果
は
十
月
二
十

八
日
の
学
芸
会
、
十
一
月
三
日

行
わ
れ
る
佐
井
村
郷
土
芸
能
発

表
会
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
学
業
生

活

に
も
活
気

が
出
て
、
学
習
面

に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
区
住
民
や
保
護
者
か

ら
は
自
主
的
に
家
庭
学
習

が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜

ば
れ

て
い
る
。

Λ
勤
労
生
産
活
動
▽

○
椎
茸
栽
培

本
校
で
は
数
年
前
か
ら
児
童

生
徒
に
よ
る
椎
茸
栽
培
を
生
産

活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ

の
椎
茸
栽
培
は
、
ほ
だ
木
に
菌

を
植
え
付
け
る
作
業
か
ら
収
穫

ま
で
、
児
童
生
徒
の
手
で
行
う

も
の
で
あ
る
。

今
年
度
、
約
七
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
収
穫
を
得
て
、
そ
の
収
益

金
は
親
子
バ
ス
遠
足
、
炊
事
、

諸
活
動
の
費
用
に
有
効
に
利
用

さ
れ
保
護
者
の
支
出
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
。

今
年
度
は
ま
だ
沢
山
の
収
穫

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
児
童
生

徒
の
勤
労
意
欲
を
高
め
て
い

る
。

○
奉
仕
活
動
（
道
路
清
掃
）

児
童
生
徒
が
地
域
社
会
へ
積

極
的
に
参
加
し
、
奉
仕
す
る
こ

と
は
、
地
域
連
帯
の
意
欲
を
高

め
、
よ
り
よ
い
社
会
人
と
成
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
、
こ
の
学
区
は
景
勝

地
仏
ヶ
浦
が
あ
り
、
観
光
客
の

数
も
増
加
し
て
い
る
。
地
域
社

会
の
人
々
や
観
光
に
訪
れ
た
人

人
が
気
持
ち
よ
い
、
心
に
残
る

旅
行
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と

願
っ
て
、
年
数
回
、
国
道
三
三

八
号
線
道
路
の
投
げ
捨
て
ら
れ

て
い
る
ジ
ュ
ー
ス
か
ん
や
、
ナ

イ
ロ
ン
袋
を
拾
う
奉
仕
活
動
を

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村

観
光
課
や
旅
行
者
か
ら
喜

ば

れ
、
本
校
児
童
生
徒
の
大
き
な

励
み
と
な
っ
て
い
る
。



白

寿

会

Ｂ

チ

ー

ム

太
初

優

勝

＝

第
九
回
佐
井
村
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
＝

九
月
二
十
八
日
、
第
九
回
佐

井
村
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
、
村
内
各
老
人
ク
ラ
ブ

か
ら
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
常
勝
の
寿
会
チ
ー

ム
、
ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
を
連
破

し
た
新
進
気
鋭
の
白
寿
会
Ｂ

チ
ー
ム
が
初
優
勝
を
か
ざ
り
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

白
寿
会
Ｂ

福

田

福
五
郎

田

中

正

勝

東

出

と
き
え

横

浜

清

東

出

市

郎

準
優
勝

ぬ
い
ど
う
Ａ

田

中
弥
左
工
門

田

中

長
次
郎

田

中

久

雄

田

中

太

吉

田

中

勝
之
助

第
三
位

寿

会

Ａ

黒

沢

鄙

樋

囗

た

み

鹿

島

惣
次
郎

石

戸

な

を

下

牧

か

の

ぬ
い
ど
う
Ｂ
チ
ー
ム
（
福
浦
）
惜
し
く
も
第
三
位
／

＝

第

九

回
下

北

郡

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル

大

会
＝

第
九
回
下
北
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
十
月
三
日
む
つ
市

の
下
北
文
化
会
館
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
下
北
郡
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
し
、
郡

下
か
ら
三
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。四

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
予

選
リ
ー
グ
が
行

わ
れ
、
決
勝

リ
ー
グ
に
勝
ち
進
ん
だ
ハ
チ
ー

ム
の
中
に
は
、
佐
井
村
の
寿
会

Ａ
チ
ー
ム
と
ぬ
い
ど
う
Ｂ
チ
ー

ム
の
ニ
チ
ー
ム
が
勝
ち
残
り
ま

し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

８
東
通
白
糠
浜
の
会

７
川

内

寿

幸

会

６
佐

井

寿

Ａ

５
脇

ノ

沢
福

寿
Ｂ

４
大

間

Ｂ

３
大

間

Ｃ

２
佐
井
ぬ
い
ど
う
Ｂ

Ｉ
川

内

福

寿

Ａ

脇

ノ

沢

・
ぬ
い
ど
う
Ｂ

ぬいどうＢチーム

監 督 田中長次郎

１ 田中弥左 工門

２ 田中 久男

３ 田中 太吉

４ 田中勝之助

５ 田中長次郎

▲
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
▼

今
ま
で
、
く
み
取
式
便
所

だ
っ
た
も
の
を
浄
化
槽
を
設
置

し
た
水
洗
化
す
る
場
合
に
は
、

届
け
出
に
よ
り
知
事
（
保
健
所
）

へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。届

け
出
を
受
け
た
知
事
は
、

浄
化
槽
に
つ
い
て
問
題
が
な
い

か
審
査
し
、
必
要
に
応
じ
、
勧

告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
知
事
か
ら

問
題
の
な
い
旨
の
通
知
を
受
け

る
か
、
届
け
出
後
二
十
一
日
を

経
過
し
な
け
れ
ば
、
浄
化
槽
の

設
置
工
事
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
浄
化
槽
工
事

業
者
は
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
い

て
、
知
事
の
登
録
を
受
け
た
工

事
業
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
浄
化
槽
管
理
者
は
設

置
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か

を
確
認
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の

使
用
開
始
後
、
六
ヶ
月
を
経
過

し
た
日
か
ら
、
二
ヶ
月
以
内
に

知
事
が
指
定
す
る
指
定
検
査
機

関
に
よ
る
水
質
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
他
、
浄
化
槽

の
使
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
、

三
十
日
以
内
に
、
報
告
書
を
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▲

浄
化
槽
心
維
持
管
理
に
っ
い
て
▼

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

を
図
る
た
め
に
、
浄
化
槽
法
で

は
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
水
質

検
査
等
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。保

守
点
検
及
び
清
掃
に
つ
い

て
は
、
技
術
上
の
基
準
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
浄
化
槽
管
理
者

は
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
従
っ
て

保
守
点
検
や
清
掃
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
に
は
、

専
門
の
知
識
と
技
術
を
必
要
と

例 ５ 人 槽 分 離 接 触 曝 気 式

保守点検料（却 ） 清掃技術帽劫 ）

３，６００円×３回十２７，３６０円
一Ｌ

＝３８，１６０円

（１尿のみ処理する

浄化 槽に関 する法

により定 めら れた

回数）



戦
没
者
等
｛
一
遺
族

に
対
す

る
．

特
別
弔
慰
金
心
支
給
に
っ
い
て

昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
た

制
度
で
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
し
、
国
と
し
て
あ
ら
た
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
元
年
度
に
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
た

遺
族
（
戦
没
者
等
の
妻
、
父
母

等
）
が
失
権
し
た
場
合
に
、
残

さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
と

し
て
額
面
十
八
万
円
、
六
年
償

還
、
無
利
子
の
国
債

が
支
給
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金

（
額
面
三
十
万
円
、
十
年
償
還
）

の
支
給
の
対
象
と
な
っ
た
遺
族

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
主
と
し
て
次

に
記
載

さ
れ
た
戦
没
者
死
亡
当

時
の
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序

に
従
っ
て
も
っ
と
も
順
位
が
先

の
人
一
人
で
す
。

『

平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で

に
弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）

を
う
け
た
人
。

二
、
戦
没
者
の
子
。

三
、
戦
没
者
と
生
計
を
共

に
し

て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

（
婚
姻
、
養

子
縁
組
に
よ
り
平
成
元
年
四

月
一
日
現
在
、
氏

が
変
わ
っ

て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

四
、
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な

か
っ
た
か
、
ま
た
は
右
記
三

に
該
当
し
な
か
っ
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

五
、
右
記
三
及

び
四
以
外
の
三

親
等
内
親
族
（
戦
没
者
死
亡

ま
で
引
き
続
い
て
一
年
以
上

生
計
を
共
に
し
て
い
た
人
に

限
り
ま
す
）

▼
請
求
の
期
限

平
成
四
年
六
月
二
十
七
日

※
期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ
ん

と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問

い
合
せ
・
受
付

役
場
民
生
課
相
談
課
？

二
八

－

二
一
一
一
ま
た
は
青
森
県
障

害
福
祉
課
昔
○
一
七
七
（
二
言

一
一
一
一
ま
で
。

裴

ご`

僵
７

羈
了

‘百

蓊
ご

漢
ｉ
ｌ

斑

拾
筑

の
み
な
さ
ん
へ

次
の
二

つ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
方
は
、
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
戦
時
中
、
軍
属
（
陸
海
軍
部
内

の
有
給
軍
属
等
）
ま
た
は
、
準
軍

属
（
被
徴
用
者
、
動
員
学
徒
、
女

子
挺
身
隊
の
隊
員
、
戦
闘
参
加

者
等
）

の
身
分
に
あ
っ
た
方
。

②
公
務
ま
た
は
勤
務
に
関
連
し

て
傷
病
に
か
か
り
、
そ
の
結
果

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
方

ま
た

は
死
亡
し
た
と
き
の
遺
族
の
方
。

▼
ま
だ
請

求
し

て

い
な

い
方

は
、
役
場
民
生
相
談
課

霓

二
八

－

二
一
一
一
ま
た
は
、
青
森
県

障
害
福
祉
課
昔
○
一
七
七

（
二

三

一
一
一
一
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

す
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
に
は
、

専
門
の
業
者
に
委
託
す

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
守
点
検
に
つ

い
て
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け

た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

表１ 単独処理浄化槽保守点検標準料金表

表２ 単独処理浄化槽清掃技術標準料金表

浄 化 槽 を

設 置 し て い る

み な さ ん へ

法定検 査 は

お す みです か ？

法定検査とは！

設置者のみなさんが、保守点検

の専門業者に頼んでいる通常の

清掃、定期点検とは別にみなさ

んの浄化槽が正常に働いている

かを、チェックするため厚生大

臣の指定する専門検査員による

定期検診です。

掵杳乖黔蚪



叔
育
だ
よ
う

第
二
十
四
回
材
内
学
童
お
話
し
大
会

十
月
二
日
、
佐
井
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
村
内
学

童
お
話
し
大
会
」
に
は
、
村
内

六
校
の
児
童
全
員
が
一
同
に
集

ま
る
な
か
、
各
学
校
代
表
の
児

童
が
、
演
壇
で
元
気
い
っ
ぱ
い

に
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
今
年
で
二
十
四

回
と
な
り
、
年
々
内
容
や
表
現

も
豊
か
に
な
り
、
審
査
員
の
校

長
先
生
方
は
、
甲
乙
つ
け
が
た

く
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が

各
賞
を
受
け
ま
し
た
。

（
生
活
経
験
の
部
で
最
優
秀
賞
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
）

い

つ

ま

で

も

終

わ

り

の

な

い

か

ぐ

ら

長
後
小
四
年

滝

本

奈
津
子

わ
た
し
た
ち
は
、
道
徳
の
時

間
に
か
ぐ
ら
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
と

つ
ぜ
ん
、
し
ん
や
く
ん
が
。

「
お
父

さ
ん
が
春
ま
つ
り
の
時

ぼ
く
た
ち
が
や
っ
た
か
ぐ
ら
を

見
て
、
汗
と
な
み
だ
を
流
し
て

見
て

い
た
よ
。」

と
言

い
ま
し

た
。
お
父

さ
ん
が
泣
く
な
ん
て

と
、
み
ん
な
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

今
年
の
四
月
、
橋
本
先
生
の

作
っ
て
く
れ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
か
ぐ
ら
で
、
春
ま
つ
り
の

時
お
ど
っ
た
の
で
す
。
お
ど
り

の
練
習
は
、
ビ
デ
オ
を
見
て
や

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
は
や
し

を
テ
ー
プ
に
と
り
、
ひ
ま
が
あ

れ
ば
い
つ
も
練
習
し
て
い
ま
し

た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
練
習
し
た

で
し
ょ
う
か
。
感
心
し
た
わ
た

し
の
お
父
さ
ん
は
、
し
ん
や
く

ん
と
わ
た
し
の
弟
に
、
か
ぐ
ら

を
教
え
ま
し
た
。
と
て
も
上
手

だ
っ
た
二
人
が
、
も
っ
と
も
っ

と
上
手
に
な
っ
た
の
で
す
。
お

父
さ
ん
の
教
え
方
も
だ
ん
だ
ん

き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
お

父
さ
ん
が
「
足
を
あ
げ
て
、
手

は
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
。
あ
と
少

し
だ
、
が
ん
ば
れ
。」
と
言
い

ま
し
た
。
二
人
は
「
つ
か
れ
た

な
。」
と
言
い
ま
し
た
。
二
人

の
息
づ
か
い
が
、
だ
ん
だ
ん
あ

ら
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
汗
も

び
っ
し
ょ
り
で
す
。
お
父
さ
ん

は
満
足
そ
う
に
「
今
日
は
、
こ

れ
で
お
し
ま
い
。」
と
言
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
も
「
だ
ん
だ

▼
童
話
の
部

最
優
秀
賞
牛
滝
小
一

竹
内
信
子

優
秀
賞

長
後
生
二

大
石
美
千
代

々

福
浦
小
三

田
中
幸
子

努
力
賞

磯
谷
小
二

福
田
賢
一

々

佐
井
小
三

倉
島

悠

ク

原
田
小
三

池
田
貴
子

ｙ
生
活
経
験
の
部

最
優
秀
賞
長
後
小
四

滝
本
奈
津
子

優
秀
賞

磯
谷
小
五

澤
口
真
理
子

”

原
田
小
六

加
藤
真
知
子

努
力
賞

佐
井
小
六

斎
藤
秀
幸

”

福
浦
士
（

北
上
寛
子

ク

牛
滝
小
六

船
越
貴
幸

佐
井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句
木
村
さ
ち
子

古
家
を
埋
め
る
如
く
秋
桜

竜
胆
や
そ
の
花
色
を
着
て
み
た

朝
露
の
は
ら
り
と
零
れ
花
活
け

る道
端
に
ボ
ー
ル
転
が
り
秋
の
暮

花
野
行
く
客
一
人
な
り
レ
ー
ル

バ
ス

人
肌
の
酒
一
合
と
衣
か
っ
ぎ

器
に
も
人
柄
出
で
し
菊
な
ま
す

樵
子
や
言
わ
ず
語
ら
ず
辛
き
事

石
戸
美
矢
子

藻
を
拾
う
浜
の
女
や
秋
の
潮

参
道
の
提
灯
ゆ
れ
る
初
嵐

じ
ゃ
が
芋
を
積
み
て
ト
ラ
ッ
ク

花
野
行
く

秋
深
む
墓
地
の
真
上
を
山
鴉

濃
き
闇
を
驚
か
し
た
る
秋
の
雷

浜
中

よ
ん

体
育
祭
仲
間
と
な
り
て
汗
流
し

婦
人
連
華
や
ぎ
集
う
体
育
祭

秋
日
和
老
い
齢
忘
れ
わ
れ
走
る

命
日
に
供
え
合
掌
茸

飯

川
岸
キ
ョ
子

諸
々
を
活
け
晩
秋
の
冷
え
っ
の

る

満
月
を
全
身
に
浴
び
眩
し
め
り

蜜
含
み
双
手
に
余
る
葡
萄
熟
れ

（
八
葉
山
天
台
寺
）

天
高
し
裾
長
々
と
名
久
井
岳

小
春
日
や
桂
清
水
の
甘
き
こ
と

Ｔ
心
に
法
話
聴
く
背
に
赤
蜻
蛉

夭
間
・
佐
井
句
会
）
三
上

敏

皆
初
会
句
友
と
な
り
て
爽
や
か

に秋
更
け
て
作
句
の
友
ら
和
や
か

に（
岩
手
県
天
台
寺
）

荒
れ
寺
の
文
化
財
仏
秋
深
し

霊
木
の
切
株
と
な
り
秋
の
草

天
台
寺
尼
僧
の
声
の
響
く
秋

寂
聴
の
教
え
あ
ま
ね
く
秋
晴
れ

（
宮
木
さ
ん
逝
く
）
西
谷

豊
彦

逝
く
人
の
焼
煙
被
る
杜
は
秋

届
か
ぬ
も
贈
る
弔
詞
や
秋
最
中

（
な
な
か
ま
ど
三
句
）

寺
領
域
日
毎
紅
増
す
野
槐

風
吹
け
ば
街
並
み
揺
る
る
野
槐

街
道
の
実
も
葉
も
熟
れ
し
野
槐

粗
朶
垣
を
煽
る
風
あ
り
尾
花
鳴

る（
秋
芳
洞
に
て
）

涼
を
生
む
万
年
の
藍
洞
巡
り

田
名
部
ヒ
サ

施
餓
鬼
幡
く
る
り
と
揺
れ
て
寺



ん
上
手

に
な
っ
て
き
た
な
。
」

と
、
ほ
て
め
く
れ
ま
し
た
。
し

ん
や
く
ん
は
、
か
ぐ
ら
を
か
ぶ

る
人
で
す
。
弟
の
尚
太
は
、
あ

と
ふ
り
で
す
。
し
ん
や
く
ん
は
、

歯
だ
け
で
か
ぐ
ら
も
さ
さ
え
て

い
ま
す
。
尚
太
は
、
し
ん
や
く

ん
に
合
わ
せ
て
、
右
や
左
に
動

か
し
ま
す
。
尚
太
は
、
つ
か
れ

た
の
か
家
に
帰

る
と
ぐ
っ
す
り

ね
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

こ
ん
な
に

Ｉ
生
け
ん
め
い
が
ん

ば
る
二
人
を
見
て
と
て
も
感
心

し
ま
し
た
。
で
も
、
感
心
し
て

い
る
の
は
、
わ
た
し
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
も
、

お
母

さ
ん

も
そ

う
思
っ
た

で

次
に
、
な
ぜ
し
ん
や
く
ん
の

お
父
さ
ん
が
、
な
み
だ
を
流
し

た
の
か
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
「
上
手
だ
っ
た
か
ら
、

う

れ
し
か
っ
た
か
ら
。
」

と
思

い
ま
し
た
が
、
た
か
お
く
ん
が

と
つ
ぜ
ん
「
き
っ
と
、
か
ぐ
ら

の

あ
と

つ

ぎ
が
で
き

た
か

ら

じ
ゃ
な
い
。」
と
言
い
ま
し
た
。

み
ん
な
は
「
そ
う
だ
よ
、
き
っ

と
そ
う
だ
よ
。
」
と
言

い
ま
し

た
。
た
ぶ
ん
お
父
さ
ん
た
ち
は
、

か
ぐ
ら
の
あ
と
つ
ぎ
は
、
も
う

い
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
か

ぐ
ら
は
、
も
う
何
年
も
い
や
何

十
年
も
続
い
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
か
ぐ
ら
を
や

め
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
お
父
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
か
ぐ
ら
を
見
て

き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
小

さ
い

こ
ろ
か
ら
、
か
ぐ
ら
を
見
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

お
父
さ

ん
た
ち
が
、
か
ぐ
ら
を
守
っ
て

き
た
の
で
す
か
ら
、
今
度
は
、

わ

た
し

た
ち

が
、

か
ぐ

ら
を

守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
か
ぐ
ら
は
、
家
の
あ
く

ま
を

は
ら
う

大
事

な

も
の
で

す
。
家
の
あ
く
ま
を
は
ら
う
だ

け
で
な
く
、
長
後
の
あ
く
ま
を

は
ら
っ
て
く
れ
ま
す
。
か
ぐ
ら

は
、
長
後
の
た
め
に
も
、
わ
た

し
た
ち
の
た
め
に
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、

わ
た
し
が
大
人
に
な
っ
て
、
子

ど
も
を
う
み
、
そ
の
子
ど
も
に

か
ぐ
ら
を
教
え
、
そ
の
子

ど
も

が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
自
分
の

子

ど
も
に

教
え

と

い
う
よ
う

に
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、

終
り
の
な
い
か
ぐ
ら
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
寸
評
一

か
ぐ
ら
が
上
手
に

な
っ
た
の
で
な
く
、
あ
と

つ
ぎ

が
で
き
た
喜
び
が
伝
っ
て
く
る

と
同
時
に
、
村
の
か
ぐ
ら
が
絶

え
る
こ
と
な
く
、
永
遠
に
続
い

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
入
っ

た
立
派
な
体
験
発
表
で
し
た
。

（
審
査
員
長
）

涼
し

日
盛
れ
ば
負
け
じ
と
力
む
蝉
時

雨堤
防
に
夕
顔
垂
れ
て
瀬
音
聞
く

朽
ち
臼
を
取
巻
き
咲
き
し
蛍
草

帆
を
畳
み
ヨ
ッ
ト
の
マ
ス
ト
並

び
立
ち

月
光
を
背
な
に
浴
び
つ
つ
登
る

鮭名
月

や
溯
上
の
鮭
群

れ
水
を
切

り一
寸
の
草
に
も
秋
の
澄
み
に
け

り大
根
の
肩
透
か
し
ゆ
く
秋
の
風

（
特
別
寄
稿
）

三
上

士
郎

ひ
く
い
な
の
黒
仔
の
畦
ま
ろ
び

け
り

い
そ
ひ
よ
の
突
堤
露
に
潮
を
脱

ぐ欹
て
ば
台
茎
虫
喰
縁
濃
し

仏
法
僧
月
も
木
の
間
を
透
し
け

り孫
叫

ぶ
誕
生
の
寿
や
初
燕

短

歌

（
八
葉
山
天
台
寺
）
川
岸
キ
ヨ
子

石
階
に
挑
み
着
き
た
る
観
音
堂

杖
を
持
つ
人
持
た
ぬ
人
あ
り

霊
木

の
伐
採
う
け
て
手
首
な
き

木
仏
群
に
古
代
し
の
べ
り

金
色
の
屋
根
落
慶
の
法
要
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
も
詣
で
し
と
い
う

木
村
さ
ち
子

流
れ
く
る
運
動
会
の
音
楽
に
針

持
つ
我
の
心
は
ず
み
て

ま
た
子
等
を
叱
り
て
床
に
就
く

夜
は
優
し
き
母
に
な
ら
ん
と
思

叱
ら
れ
て
よ
う
や
く
机
に
向
う

子
の
鉛
筆
の
芯
折
れ
る
音
す
る

日
焼
け
せ
し
顔
に
労
苦
の
忍
ば

る
る
笑
み
持
つ
親
友
の
逞
し
く

見
ゆ

大
石
健
次
郎

タ
ン
ポ
ポ
の
細
茎
揃
え
葉
を
重

ね
黄
花
輝
や
く
乾
き
し
土
に

（
江
差
・
松
前
）

う
ち
靡
く
芒
の
路
の
曲
り
角
展

け
て
海
の
藍
い
ろ
深
し

畔
端
に
コ
ス
モ
ス
咲
き
て
長
々

と
続
き
ゆ
れ
お
り
江
差
の
路
は

ヤ
ン
衆
の
鯡
き
た
る
の
唄
も
な

く
た
だ
潮
騒
の
鳴
れ
る
砂
浜

鯡
唄
と
漁
酒
い
ま
な
き
犬
番
屋

幅
広
の
土
間
は
坂
ゆ
く
如
し

去

る
八
月
、
鰺
ヶ
沢
町
で
の
県

下

第
二
回
俳
句
大
会
で
、
木
村

さ

ち
子

さ
ん
の
入
選
二
句
。

○
横
文
字
の
願
い
も
あ
り
し
星
祭
り

○
夏
見
舞
再
会
約
す
お
ん
な
文
字



保 健 婦 だ よ り

健康づくり

フェスティバル

「自 分の健康 は

自 分で守ろう ．夕」

第
三
回

佐
井
村
健
康
づ
く
り

フ

ェ

ス
テ

ィ
バ
ル

ー

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

―

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
「
第

三
回
佐
井
村
健
康
づ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
十
月
十
日
ア

ル

ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関
心

の
強
さ
を
示
す
か
の
よ
う
に
村

内
各
地
区
か
ら
約
三
百
名
が
集

い
、
保
健
衛
生
部
門
・
保
健
体

育
部
門
の
各
コ
ー
ナ
ー
は
来
場

者
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
健
康
の
大
切
さ
を

改
め
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

保
健
協
力
員
の
み
な
さ
ん
が
健

康
劇
を
上
演
し
、
迫
真
の
演
技

に
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
も
ら

い
泣
き
す
る
声
が
聞
こ
え
、
健

康
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に

し
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

１
日
村

９
日

健
康
相
談
日

１７
日

ル
｛

受
付

３０
日
蚩

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室

２
日
㈲

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

（
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
）

７
日
團

妊
婦
検
診
及
び

母
親
教
室

時
間

午
後
１２
時
３０
分

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

８
日
附

長
後
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
９
時
３０
分
～

場
所

長
後
生
活
改
善
セ
ン

２２
日
團

老
人
健
康
教
室

及
び
リ（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス
Ｐ
Ｒ
広
場

２６
日
㈲

乳
児
・
三
歳
児

健
診

対
象

平
成
２
年
７
月
生

（
乳
児
）
平
成
２
年
４
月
生

平
成
元
年
１１
月
～

１２
月
生

平
成
２
年
１
月
生

（
三
歳
児
）
昭
和
６２
年
４
月
～

６
月
生

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

２８
日
㈲

原
田
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
９
時
３０
分
～

場
所

原
田
生
活
改
善
セ
ン

タ
１

国

民

健

康

保

険

優

良

家

庭

古

佐
井

大
畑
勝
義

さ
ん

大
佐
井

東
出
藤
雄

さ
ん

大
佐
井

山
田
作
太
郎
さ
ん

長

後

大
石
義
一

さ
ん

福

浦

田
中
俊
一

さ
ん

作

品

コ

ン

ク

ー

ル

入

賞

者

標
語
の
部

○
特
別
賞

佐
井
中
学
校
三

年

｛
Ｓ
川
尚
美

小
学
校
一
年
生

○
特
選

牛
滝
小

船
越
一
也

○
佳
作

〃

竹
内
信
子

”

竹
内
富

り

”

船

越
幸
子

小
学
校
二
年

生

○

佳
作

牛
滝
小

広
瀬
加
奈

’

坂
井
千
雪

小

学

校

三

年

生

○

特

選

磯

谷

小

猖

久
季

○

準

特

選

〃

横

浜

昌

子

○

佳

作

佐

井

小

紀

伊

宏
明

”

竹

内

美
貴

”

倉

島

悠

”

東

出

妃

代

牛

滝

小

船
繋

攣

小

学

校

四

年

生

○

特

選

磯

谷

小

杲

あ
霑

○

準

特

選

佐

井

小

石

戸

麻

美

○

佳

作

〃

横

内

歌
織

”

若
山
ｔ一
穂
ＩＪ

＊

奥

本

千
夏

○

佳

作

磯

谷
小

福

田
昌

子

牛

滝
小

竹
内
真
Ｅ
ｆ

小

学

校

五

年

生

○

特

選

磯

谷
小

新

田

孝
治

○

準

特

選

〃

啓

真
旱

牛
滝

小

竹

内

紘

子

佐

井

小

古

川

健

○

佳
作

〃

井

上

拓

巳

”

聾

器

美
ｙ

佐
井
小

頂

畏
挈

”

松
谷
征
二

原
田
小

佐
藤
正
美

小
学
校
六
年
生

‐‐

○
特
選

佐
井
小

宮
川
昌
代

○
準
特
選

〃

能
登
淳
子

○
佳
作

〃

田
中
里
佳

”

中
田
浩
雄

”

木
下
良
一

牛
滝
小

大
畑
隆
道

中
学
校
一
年
生

○
特
選

佐
井
中

山
本
麻
挈

○
佳
作

〃

山
口
健
二

”

宮
川
亜
希

”

渋
田
育
世

々

木
下
仲
和

々

館
脇
昭
人

牛
滝
中

竹
内
尚
子

中
学
校
二
年
生

○
特
選

佐
井
中

｛
螽

奈
享

○
準
特
選

〃

吉
川

勉

○
準
特
選
磯
谷
中

新
田
真
生

○
佳
作

佐
井
中

中
村
正
美



示

嶌

恰
宇

”

俎

言

孚

牛
滝
中

船
越
京
子

中
学
校
三
年
生

○
特
選

佐
井
中

三一
暴

挈

○
準
特
選

〃

若
山
由
加

々

福
田
夕
子

○
佳
作

〃

鹿
島
鉄
矢

”

津
田
尚
樹

”

奥
本
順
子

磯
谷
中

田
中
秀
美

ポ
ス
タ
ー
の
部

○
特
別
賞

牛
滝
小
学
校
二
年

坂
井
千
雪

小
学
校
一
年
生

○
特
選

牛
滝
小

竹
内
信
子

○
準
特
選

〃

竹
内
富

り

○
佳
作

〃

船
越
一
也

”

船
越
幸
子

小
学
校
二
年
生

○
準
特
選
牛
滝
小

大
畑
恭
平

○
佳
作

〃

広
瀬
加
奈

中
学
校
一
年
生

○
特
選

磯
谷
中

福
田
貴
子

○
準
特
選

〃

横
浜
篤
史

佐
井
中

上
山
京
子

○
佳
作

磯
谷
中

福
田

誠

中
学
校
二
年
生

○
特
選

佐
井
中

竹
内
英
子

○
準
特
選
磯
谷
中

新
田
真
生

中
学
校
三
年
生

○
特
選

佐
井
中

奥
本
理
史

○
準
特
選

〃

北
野
由
美

磯
谷
中

福
田
道
弘

○
佳
作

〃

田
中
秀
美

佐
井
中

鹿
島
鉄
矢

習
字
の
部

○
特
別
賞

佐
井
中
学
校
三
年

横
浜
有
子

小
学
校
一
年
生

○
特
選

牛
滝
小

竹
内

信
子

○
準
特
選

〃

船
越
幸
子

”

船
越
一
也

磯
谷
小

堡
７

ぢ

○

佳
作

〃

佐
条

章

”

松
本
正
弘

牛
滝
小

篤

雲

り

小
学
校
二
年

生

○
特
選

牛
滝
小

大
畑
恭
平

○
準
特
選

〃

坂
井
千

雪

”

広
瀬
加
奈

磯
谷
小

福
田
賢
一

○
佳
作

福
浦
小

金
井

伸
行

”

金
井
正

伸

小
学
校
三
年
生

○
特
選

福
浦
小

田
中
和
美

○
準
特
選
福
浦
小

田
中
貴
史

牛
滝
小

中
西
伸
吾

”

竹
内
晋
司

○
佳
作

〃

竹
内
由
寔

＊

ｔ
内
一
天
香
Ｉ
に

＊

坂
井
麻
子

長
後
小

大
畠

ｆ
代

磯
谷
小

福
突

季

小
学
校
四
年
生

○
特
選

佐
井
小

内
田
明
美

○
準
特
選

〃

木
ぶ

章

”

長
島
貴
子

長
後
小

内
田
貴
生

○
佳
作

〃

ｔ
ふ｛

津
ｆ

磯
谷
小

福
田
昌
子

”

杲

恋

柚

佐

井
小

鼻

蘂

７．

牛
滝
小

中
西
泰
寛

小
学
校
五
年
生

○
特

選

佐
井
小

工
藤
利
香

○

準
特
選

〃

竹
本
静
佳

”

山
本
夏
子

”

井
上
拓
巳

”

能
君
ｔ
萎

に

菊
池

望

”

長
島
竺
－
郎

佐
井

小

樋
口
朋
美

磯
谷
小

新
田
孝
治

小
学
校
六
年
生

○
特
選

佐
井
小

奥
本
藍
子

○
準
特
選
佐
井
小

竹
内
幸
子

”

能
登
淳
子

福
浦
小

北
上
寛
子

○
佳
作

佐
井
小

擶

憂

李

”

磯
川
勝
也

”

宮
川
昌
代

”

中
田
浩
雄

”

大
畑
浩
幸

中
学
校
一
年
生

○
特
選

佐
井
中

辻

裕
樹

○
準
特
選

〃

小
向

誠

”

渋
田
育
世

長
後
中

大
石
香
織

○
佳
作

〃

大
坂

聡

”

細
間
美
香

福
浦
中

越
膳
路
雄

磯
谷
中

福
田
貴
子

佐
井
中

大
坂
峰
恵

中
学
校
二
年
生

○
特
選

佐
井
中

俎

三
喜
ｆ

○
準
特
選

〃

七
戸
賢
枝

牛
滝
中

中
西
友
徳

”

浜
野
英
則

○

佳
作

〃

竹
富

挈

”

船
越
京
子

”

長
谷
ｍ

誉
ｔ

〃

坂
井
一
巳

磯
谷
中

新
田
真
生

中

学
校
三
年
生

○

特
選

佐
井
中

雷

多
擘

○

準
特
選

佐
井
中

山
崎
貴
代

”

宮
野
進
也

”

柳
田
陽
子

○

佳
作

〃

福
田
夕
子

”

渡
雲

烹

”

哲

奈
央
Ｉ
Ｊ

福
浦
中

泉
千
穂
子

牛
滝
中

坂
井
美
悍



国 保

の
しおり

保

険

証

い
つ

も

身

近

に

お

い
て

大

切

に

保

管

を

国
保
に
加
入
す
る
と
そ
の
資

格
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、

一
世
帯
に
一
枚
の
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
は
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
き
、
あ
な
た
が
国
保
の

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
と
と
も
に
大
切
な
受
診
券

で
も
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
い
つ

も
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
、
保
険
証
の
有
効
期
限
を
確

詞
恥
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か

確
認
し
、
も
し
間
違
い
が

あ
っ
た
と
き
に
は
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

３
、
い
つ
も
使
え
る
よ
う
に
必

ず
手
元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

４
、
保
険
証
の
貸
し
借
り
は
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
貸
し
借

り
を
し
ま
す
と
、
不
法
行
為

と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

５
、
他
市
町
村
へ
の
転
出
や
職

場
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た

と
き
に
は
、
保
険
証
を
返
し

て
く
だ
さ
い
。

６
、
保
険
証
を
紛
失
・
破
損
し

た
と
き
に
は
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

７
、
修
学
の
た
め
他
の
地
域
で

家
族
と
離
れ
て
住
む
と
き
や

長
期
の
旅
行
、
出
稼
ぎ
先
で

健
康
保
険
（
社
会
保
険
等
）

が
な
い
と
き
に
は
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
学
遠
の
保
険
証

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

今 月 は

国民健康保険料

（３期）の納期限

です
Ｏ

納め忘れ

のないように注

意しましよう
Ｏ

＜］医療費の状況［〉

－６月診療分－
国保（若人分）

退職者医療

老人医療

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か

こ
の
べ
Ｉ
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

“
出

稼

留

守

家

族

主

婦

久

旻

流

会

に

っ

い
一
に、ｙ

佐
井
村
出
稼
留
守
家
族
主
婦
の
会

会

長

太

田

ハ

ル

子

県
下
六
十
七
市
町
村
の
う
ち

で
佐
井
村
と
同
じ
よ
う
に
「
出

稼
留
守
家
族
主
婦
の
会
」
を
結

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
田
子

町
だ
け
で
あ
る
事
を
出
稼
ぎ
会

議
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

私
達
の
主
婦
の
会
は
、
平
成

元
年
二
月
の
結
成
で
日
も
浅
く

田
子
町
の
お
母
さ
ん
方
と
交
流

し
て
見
聞
を
広
げ
、
留
守
家
族

の
主
婦
ら
し
い
協
同
心
を
堅
持

し
出
稼
ぎ
先
の
夫
に
心
配
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
青
森
県

出
稼
者
団
体
連
合
会
主
催
の
会

議
で
田
子
町
季
節
労
務
者
留
守

家
族
会
の
犬
坊
会
長
と
一
緒
に

な
り
ま
し
た
。
交
流
会
の
申
出

を
し
ま
し
た
ら
、
犬
坊
会
長
さ

ん
か
ら
「
実
は
、
私
の
方
で
も

交
流
の
計
画
を
も
っ
て
お
り
今

日
の
会
議
で
佐
井
村
さ
ん
の
都

合
を
伺
う
つ
も
り
で
お
り
ま
し

た
。」
と
言
う
こ
と
で
県
北
の



＜］医療費 の状況レ

－７月診療分－
１ 保｛若人分｝ 加人者数２，０２０人

退職者医 療 加入者数５５人

老人医療 対象者数４３５人

老

人

保

健

の

窓

口

は

保

健

衛

生

係

へ

老
人
保
健
の
取
扱
い
は
、
す

べ
て
村
で
お
こ
な
い
ま
す
。

老
人
保
健
を
運
営
し
て
い
く

た
め
の
財
源
は
、
国
２０
％
、
都

道
府
県
、
市
町
村
各
５
％
、
残

り
の
７０
％
を
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
が
負
担
し
あ
い
ま
す
。

（
老
人
保
健
制
度
）

老
人
保
健
制
度
は
、
お
と
し

よ
り
が
治
療
を
受
け
る
場
合
に

自
分
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
医
療
費
を
、
市
町
村
が
か

わ
っ
て
負
担
す
る
制
度
で
す
。

○
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

七
十
歳
以
上
（
六
十
五
歳
以

上
の
寝
た
き
り
老
人
を
含
む
）

の
方
は
、
健
康
手
帳
、
医
療
受

給
者
証
と
保
健
証
を
病
院
や
診

療
所
の
窓
口
に
隧
出
し
て
診
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

外
来
－

一
ヶ
月
八
百
円

※

入
院
－

一
日
四
百
円

（
老
人
福
祉
年
金
受
給
者
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

一
日
三
百
円
、
二
ヶ
月
を
限
度

と
し
ま
す
。
）

○

加
入
し
て
い
る
保
険
証
を

確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

の
で
、
保
険
証
が
変
わ
っ
た

時
は
必
ず
届
け
て
く
だ
さ
い
。

佐
井
村
と
県
南
の
田
子
町
の
交

流
会
が
三
沢
市
で
開
催
さ
れ
る

事
に
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。そ

し
て
記
念
す
べ
き
交
流
会

の
日
、
九
月
三
十
日
会
員
二
十

名
に
主
婦
の
会
結
成
に
ご
尽
力

し
て
頂
き
ま
し
た
出
稼
相
談
指

導
員
の
今
さ
ん
が
同
行
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

会
の
活
動
で
郡
外
に
出
る
の

は
初
め
て
の
事
で
す
。
（

マ
ナ

ス
ラ
イ
ン
、
国
道
四
号
線
の
風

景
を
眺
め
な
が
ら
車
中
談
議
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
う
ち
に
交

流
会
の
会
場
、
古
牧
温
泉
到
着

で
す
。

交
流
会
は
、
両
町
村
の
会
長

挨
拶
、
相
談
指
導
員
か
ら
町
村

の
現
況
説
明
と
激
励
の
こ
と

ば
、
質
疑
応
答
の
後
は
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。

田
子
町
の
相
談
指
導
員
、
三

田
さ
ん
か
ら
「
佐
井
村
出
身
の

鈴
木
金
太
郎
校
長
が
酒
に
酔
え

ば
『
佐
井
の
メ
ラ
サ
ド
皆
イ
カ

リ
…
…
…
』
と
故
郷
を
偲
ん
で

唄
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
思
い
出

さ
れ
る
の
で
是
非
佐
井
の
盆
唄

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
相

談
指
導
員
の
今
さ
ん

が
「
「

ア
ー
佐
井
…
…
…
」
と
唄
い
出

す
と
私
達
に
田
子
町
の
お
母
さ

ん
方
が
続
き
会
場
一
杯
の
輪
を

つ
く
っ
て
の
盆
踊
り
に
な
り
、

田
子
町
の
盆
踊
り
に
佐
井
音

頭
、
最
後
は
地
元
田
子
地
方
の

盆
踊
り
ニ
ャ
ニ
ャ
ド
ヤ
レ
に
な

り
交
流
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ
さ

わ
し
い
音
声
と
踊
り
に
魅
了
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
か
く
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
悲
話
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語

な
ど
の
お
話
が
終
り
、
再
会
を

誓
い
合
っ
て
閉
会
に
な
り
ま
し

た
。私

達
の
帰
り
に
は
、
バ
ス
の

両
側
に
由
子
町
の
お
母

さ
ん

方
、
全
員
が
並
ん
で
手
を
振
り

別

れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
あ
の
光
景
が
、
ま
だ
目
に

浮
ん
で
お
り
ま
す
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

１１月ＩＩヨ現在

交通事故死ゼ囗

２
，
５６３

日

季
節
保
育
所
を

「
交
通
安
全
訪
問
」

今
年
も
牛
滝
、
福
浦
、
矢
越

の
三
地
区
で
、
秋
の
季
節
保
育

所
が
開
設
さ
れ
、
交
通
安
全
母

の
会
で
は
、
交
通
安
全
訪
問
を

実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
交
通
安
全

の
紙
芝
居
を
見
な
が
ら
「
道
路

で
は
遊
び
ま
せ
ん
」
と
約
束
。

そ
の
後
「
働
く
車
」
と
い
う
曲

に
あ
わ
せ
、
先
生
や
友
だ
ち
と

一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
滝
地
区
の
お
母
さ

ん
方
が
忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て

作
っ
て
く
れ
た
「
お
手
玉
」
を

各
季
節
保
育
所
に
寄
贈
。
さ
っ

そ
く
お
手
玉
で
遊
ん
で
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
交
通
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

道
路
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
牛
滝
腟

）

こ
の
ほ
ど
牛
滝
地
区
で
は
、

昨
年
よ
り
Ｉ
ヶ
月
遅
れ
と
な
り

ま
し
た
が
、
道
路
わ
き
の
草
刈

り
作
業
と
空
カ
ン
拾
い
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

牛
滝
小
中
学
校
の
交
通
少
年

団
、
先
生
方
、
母
の
会
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

母
の
会
の
み
な
さ
ん
は
道
路

わ
き
の
草
刈
り
、
先
生
と
少
年

団
の
み
な
さ
ん
は
空
カ
ン
拾
い

と
作
業
を
開
始
。
み
な
さ
ん
汗

今
月
の
交
通
安
全
標
語

こ
わ
い
も
の

無
免
許

無
灯
火

無
帽

無
謀
／

宮
野
佐
恵
子

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄

県
内 の 交 通 事 故 概 況

青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

○ 飲酒運転による死者は、死者全体の２４％

○ シートベルトを着けていないと、５倍の死亡率



を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
で

す
。
終
え
て
み
る
と
、
な
ん
と

リ
ヤ
カ
ー
一
台
分
と
ネ
コ
押
し

車
三
台
分
の
空
カ
ン
や
空
ビ
ン

が
集
ま
り
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
た
交
通
少
年

団
の
み
な
さ
ん
、
先
生
方
、
母

の
会
の
み
な
さ
ん
。
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

ま
ず
交
通
事
故
相
談
所
へ

突
然
交
通
事
故
に
遭
っ
た
場

合
、
動
転
し
て
何
を
ど
う
し
て

よ
い
の
か
と
ま
ど
う
の
は
当
然

で
す
。

特
に
損
害
賠
償
請
求
や
関
連

す
る
問
題
解
決
の
交
渉
に
は
、

専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
は
、
一
日

も
早
く
県
の
交
通
事
故
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、

専
門
の
相
談
員
と
顧
問
弁
護
士

を
置
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話

で
も
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま

す
。相

談
は
九
時
か
ら
十
六
時
ま

で
で
、
休
日
を
除
く
毎
日
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
が
、
土
曜
日

は
正

午

ま

で

で

す

。

・

県

交

通

事

故

相

談

所

青

森

市

新

町

ニ

ー

三
－

一

県

庁

別

館

一

階

昔

○

一
七

七
（
二

二

）
一

一

一

一

内

線

五

四

四

一

な

お

、

む

つ
市

役

所

で

も
定

期

に

巡

回

相

談

を

行

っ

て

い

ま

す

。

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

［濔璽］

交通事故
ご相談

●

電

話

の

ご

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

四

〇

一

七

七

土

二
一

一

〇

二

五
（
直

通

）

相
談
日
一
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

○
弁
護
士
相
談
日
一
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

克
万
作

二
三－
晶
三

羅

数
牡
腦
呉

竹
塑

（
堅

毀
）

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期

巡

回

相

談

所
開

設

日

程

十
一
月
十
五
日
困

口

謡
・
手
遭

む
つ
市
市
民
相
談
室



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｃ ０１７７－２３－２３７９

税を知る週間十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で

す
。国

や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た

暮
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税

金
は
こ
の
よ
う
な
活
動
の
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。

税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
税
の

意
義

や
役
割
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
の
開
催
、

税
に
関
す
る
資
料
の
展
示
、
税

務
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税

金
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

マ

イ

ホ

ー

ム

を

取

得

し

た

と

き

の

税

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と

き
に
は
通
常
、
登
録
免
許
税
や

不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す

が
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
税
額
が
軽

減
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を

利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築

し
た
り
増
改
築
等
を
し
て
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、入
居
し
た
年
か
ら
六
年
間
、

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
と
し
て

各
年
最
高
二
十
万
円
を
所
得
税

額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

保

険

料

の

免

除

制

度

保

険

料

の

支

払

い

が

）

（

ｌ
ｔ

人

第
一
号
被
保
険
者

（
強
制
加

入
）
の
方
で
、
保
険
料
を
納
め

る
の
が
い
ち
じ
る
し
く
困
難
な

人
に
は
、
保
険
料
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。
申
請
が
認
め
ら
れ

れ
ば
そ
の
期
間
、
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
年
金
を
受
け
る
権

利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。（
た
だ

し
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年

金
額
は
通
常
の
三
分
の
一
に
な

り
ま
す
。）

ま
た
、
免
除
を
受
け
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
将
来
生
活
力
が

回
復
し
た
と
き
に
十
年
前
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
と
将
来
の
年
金
額

が
正
常
に
戻
り
ま
す
。
た
だ
し

二
年
を
す
ぎ
て
追
納
す
る
と
き

に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
若

干
の
加
算
が
っ
き
ま
す
。
（
昭

和
六
十
一
年
三
月
ま
で
の
免
除

期
間
に
つ
い
て
は
加
算
は
つ
き

ま
せ
ん
。）

１ １ 月 ３ ０ 日 は

国民 健 康保 険税（３ 期 ）

の 納期 限 で す

＝納期内納付にご協力下さい＝＝

第 ２６ 回

青森県国民年金展

習 字 作 品 入 賞 者

【佳 作】

長後小三年

大 石 美千代

長後小四年

内 田 貴 生

長後小五年

池 田 陽 子

長後小六年

滝 本 尚 吾



年金 相 談 を 行 い ま す

むっ社会保険事務所か

ら年金専門官がおいでに

なり、次の日程で年金相

談を行います。

年金について気軽にご

相談ください。
・・Ｈ月２１日（水）

午前１０時～１２時

・原田地区生活改善セン

ター

午後１時～５時

・農業研修センター

り １月２２日（木）

午前９時～１２時

・振興センター和室

免
除
に
は
次
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。

▼
法
定
免
除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
方
。

②
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用

者
年
金
の
障
害
年
金
（
一
級

二
級
）
の
受
給
権
者
。

▼
申
請
免
除

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や

ヶ
が
な
ど
で
経
済
的
に
困
難

な
方
。

②
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
特
別
の
理
由
の
あ
る

方
。

（
任
意
加
入
に
つ
い
了

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
は

免
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
納

付
が
困
難
な
と
き
は
国
民
年
金

を
や
め
る
手
続
き
を
し
、
納
付

に
ゆ
と
り
が
で
て
き
た
と
き
に

再
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

● 障 害 基 礎 年 金

障害基礎年金は、初診日において、

①一国民年金に加入している人

②一国民年金に加入していたことのあ

る６０歳以上６５歳未満の人で、日本

国内に住所のある人

が障害等１級、または２級の障害と

なったときに支給されます
Ｏ

※ただし、加入期間のうち保険料納付

済期間と保険料免除期間を合算して３

分の２以上であることが必要です（初

診日が平成８年４月１日前にあるとき

は、直近の１年間に保険料の滞納がな

ければよいことになっています）。

なお、２０歳になる前に１級、または

２級の障害となった人は２０歳から支給

されます。

● 遺 族 基 礎 年 金

遺族基礎年金は、次の①～④のいず

れかに該当する人が死亡されたときに

子のある妻または子（温ほ。。ｌ）に支

給されます
Ｏ

①一国民年金に加入している人

②一国民年金に加入したことのある６０

歳以上６５歳未満の人で、日本国内

に住所がある人

③一老齢基礎年金の受給権者である人

④一老齢基礎年金の受給資格期間を満

たした人

※ただし、①と②のいずれかの場合は、

加入期間のうち保険料納付済期間と保

険料免除期間を合算して３分の２以上

あることが必要です（死亡日が平成８

年４月１日前にあるときは、直近の１

年間に保険料の滞納がなければよいこ

とになっています。

国民年金の給付 と種髓

６８１
，
３００ 円 （ 月 額 ５６

，
７７５ 円 ）

老 齢 基 礎 年 金 の 計 算 式

６８１，３００円×
（ 保険料納付９ でもｙムズＷとでｊ除月数）×

‾
１
‾

遺 族基 礎 年 金
６８１，３００Ｆ９

１８歳（障害者は２０歳）未満の子の数に

よって加算額がプラスされます。

子のある妻が受ける場合

子が受ける場合

障 害 基 礎年 金
１級障害８５１，６００円 ２縟轄 隴 ３００円

１８歳（障害者は２０歳）未満 の子 がある

場合は、子の加算額がプラスされます。

（１級）

（２級）



ル

ー
ル
を
守

っ
て

正

し

い
受

給

を

＝

む
っ
公
共
職
業
安
定
所
＝

雇
用
保
険
は
労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
の
生
活
の
一
助
と
な

り
、
ま
た
次
の
就
職
を
容
易
に

し
ま
す
。

お
金
は
労
働
者
と
事
業
主
の

保
険
料
そ
し
て
み
な
さ
ん
の
貴

重
な
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
働
い
て
い
る
間
は
保
険

は
貰
え
な
い
の
で
す
。
し
か
し

そ
の
事
実
を
隠
し
た
ま
ま
支
給

を
受
け
る
と
い
う
正
し
く
な
い

や
り
方
を
し
て
い
る
人
が
未
だ

居
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
続
く
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の

こ
と
を
考
え
て
作
ら
れ
た
雇
用

保
険
制
度
の
運
営
を
健
全
で
な

い
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
今
年
も
十
一
月
一
日
か
ら

来
年
の
一
月
三
十
一
日
を
「
雇

用
保
険
さ
わ
や
か
受
給
、
推
進

月
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
雇
用
保
険
を
正
し
く
受
給
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
雇
用
保
険

さ
わ
や
か

受
給
で

ク
リ
ー
ン
求
職
を
」

Ｕ
タ

ー
ン

、
就

職

希

望

者

登

録

の

受

付

を

行

っ

て

い

ま

す

こ
の
度
佐
井
村
役
場
に
お
い

て
、
県
外
に
就
職
し
て
い
る
方

で
地
元
（
県
内
）
に
就
職
を
希

望
し
て
い
る
方
々
（
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
希
望
者
）
の
登
録
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
こ
の
登
録
は
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
に
地
元
企

業
の
雇
用
情
報
を
提
供
し
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
安
心
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
事
業
で
す
。

登
録
に
つ
い
て
は
個
人
の
秘

密
に
つ
い
て
厳
守
し
て
取
り
扱

い
ま
す
。

地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希

望
す
る
方
は
気
軽
に
開
発
室
ま

た
は
民
生
相
談
課
の
窓
口
に
お

い
で
い
た
だ
き
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
は
本
人
で
な
く
て

も
親
元
の
父
兄
の
方
で
も
で
き

ま
す
。

無

料
電

話

番

号

案

内

の

申

し

込

み

に

つ

い

て

平
成
二
年
十
二
月
一
日
（
土
）

か
ら
、
電
話
番
号
案
内
の

Ｉ
〇

四
番
が
、
一
回
ご
と
に
三
十
円

と
有
料
化
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
目
や
上
肢
の
不
自

由
な
方
な
ど
に
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
無
料
で
ご
案
内
し
ま

す
。
こ
れ
に
該
当
す
る
方
は
、

十
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
大
間
営
業
所
に
連
絡
し
、
申

し
込
み
の
手
続
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
無
料
で
電
話
番
号
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
方
の
範
囲
。

水

産

修

練

生

を

募

集

青
森
県
水
産
課
修
練
所
で

は
、
平
成
三
年
度
水
産
修
練
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
以
上
二
十
二
歳

未
満
の
男
子
。

▼
修
業
年
限

一
ヶ
年

▼
教
育
内
容

水
産
基
礎
知
識
及
び
技
術

▼
資
格
取
得
講
習
等

四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
、
特

殊
無
線
技
士

（
レ
ー
ダ
ー
、

電
話
甲
）
、

ガ
ス
溶
接
、
電

気
溶
接
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
補
修
技
術

▼
願
書
受
付
期
限

平
成
三
年
二
月
十
二
日
㈹

▼
募
集
定
員

四
十
名

▼
問
い
合
せ
先

〒
○
ご
二

八
戸
市
鮫
町
字
下

盲
久
保
二
五
－

一
三
一

青
森
県
水
産
修
練
所

昔
○
一
七
七
（
三
三
）
○
○
四
九

年 末 資 金 の 準 備 は

お 早 め に

・事業を営 むほとんどの方

にご利用いただけます
Ｏ

・次のような資金のお手当

に「国の事業ローン」をお

役立てください。
・・年末商戦に備えて商品仕

人資金に。

卜支払手形や買掛金決算資

金に。

ドボーナスや諸経費の支払

資金に。

・詳しくは、国民金融公庫

窓口または最寄りの商工会

へお問い合せくださいＯ

〒０３０青森市長島１の４の

２ 国民金融公庫青森支店

００１７７－２３－２３３１まで。

国 の 進 学 ロ ー ン

・国民金融公庫では、今年

も１１月１［］から「国の進学

ローン」の申し込み受付、

融資の取扱いを行ってい ま

す。低利で簡便な手続きで

ご利用できます。

・受付期間は平成３年４月

３０日までですが、進学先が

決まりしだいお申込みされ

ることをお勧めしますＯ

・詳しくは国民金融公庫へ

どうぞ。

無 料 で 番 号 案 内 を さ せ て

い た だく 方 の 範 囲

・身体障害者手帳をお持ちで、次

のいずれかの障害のある方Ｏ

・戦傷病者手帳をお持ちで、次

のいずれかの障害のある方Ｏ



母
子
家
庭
の
方
々
の
た
め
に

〈

児
童
扶
養
手
当

〉

▼
支
給
対
象

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
場
合
ま
た
は
、
父
が
心

身
に
障
害
の
あ
る
場
合
に
、
そ

の
児

童
を

養
育

し
て

い

る
母

（
ま
た
は
養
育
者
）

に
対
し
て

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。た

だ
し
、
児
童

が
施
設
に
人

所
し
た
り
、
母
（
ま
た
は
養
育

者
）
も
し
く
は
児
童
が
国
民
年

金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
、

厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
と

き
、
ま
た
は
児
童
が
年
金
の
加

算
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
き

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

★

手

当

額

非 行 防 止 は

ふ れ あ い か ら

全国青少年健全育成強調月間

風
づ
冷
た
く
な
っ
て
く
る
晩
秋

は
、
鍋
も
の
が
恋
し
い
季
節
で
す
。

鍋
を
囲
ん
で
の
だ
ん
ら
ん
は
、

寒
い
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
で
す
し
、

材
料
に
す
る
魚
や
野
菜
な
ど
が
、

お
い
し
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

す
き
焼
き
、
寄
せ
鍋
、
水
た
き
な

ど
は
一
般
的
で
す
が
、
ほ
か

に
も
、
あ
ん
こ
う
鍋
、
か
き

鍋
、
た
ら
ち
り
、
し
ょ
っ
つ

る
な
ど
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な

鍋
も
の
が
あ
り
ま
す
。

鍋
も
の
は
、
家
庭
料
理
と

し
て
、
ま
た
宴
会
料
理
や
料

亭
料
理
と
し
て
、
広
く
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
す
き
焼
き
は
、

日
本
料
理
の
代
表
と
し
て
、
国
際

的
に
も
有
名
で
す
。
鍋
も
の
が
こ

ん
な
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
は
、
日

本
の
食
文
化
の
特
長
と
い
え
る
で

鍋
も
の
は
室
内
料
理
だ
け
で
な

く
、
野
外
料
理
も
あ
り
ま
す
。
代

表
格
は
、
山
形
県
を
中
心
と
し
た

東
北
地
方
の

。
い
も
煮
し
河
原
な

ど
で
、
大
鍋
で
い
も
や
き
の
こ
、

肉
な
ど
を
煮
て
食
べ
る
秋
の
風
物

詩
で
す
。
ま
た
、
。
鍋
っ
子
遠
足
”

と
称
し
て
、
学
校
の
遠
足
で
野
外

へ
出
か
け
、
鍋
も
の
を
作
る
地
方

も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ

一
人
用
の
鍋
料
理
を
食
べ
る

疝

め
い
鍋
”
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
。
旅
館
料
理
に
は

つ
き
も
の
で
、
好
み
の
と
き

に
火
を
つ
け
て
煮
て
、
暖
か

い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
と
い

う
の
で
流
行
し
ま
し
た
。

鍋
も
の
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
健

康
食
で
も
あ
り
、
ま
た
、
家
族
や

友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
の
に
、
絶
好
の
料
理
と

い
え
ま
す
。

さ
て
、
十
一
月
は
「
ゆ
と
り
創

造
月
間
」
で
す
。
週
休
二
日
制
の

普
及
や
年
次
有
給
休
暇
の
促
進
、

連
続
休
暇
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
ゆ

と
り
を
生
み
出
し
、
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創

造
し
た
い
も
の
で
す
。



土

鍋

の

扱

い

方

ぬ

れ

た

ま

ま

火

に

か

け

な

い

こ
れ
か
ら
は
、
鍋
料
理
の
お

い
し
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

鍋
料
理
に
土
鍋
は
つ
き
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
土
鍋
は
重
た

く
、
質
の
柔
ら
か
い
焼
き
物
な

の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
も
ヒ
ビ
が
入
り
壊
れ
や
す
い

の
で
扱
い
方
に
気
を
使
い
ま

す
。新

し
く
買
っ
た
土
鍋
は
、
ま

ず
火
に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。
土

鍋
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
入
れ
、

ト
ロ
火
で
ゆ
っ
く
り
沸
か
し
ま

す
。
最
初
か
ら
強
火
に
し
な
い

こ
と
で
す
。
水
の
代
わ
り
に
お

米
の
と
ぎ
汁
を
使
う
と
、
土
鍋

特
有
の
土
臭
さ
が
抜
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
茶
ガ
ラ
を
入
れ
て
煮

立
て
、
臭
み
を
取
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
煮
立
っ
た
ら
そ
の
ま

ま
冷
や
し
ま
す
。
最
初
に
こ
う

し
て
お
く
と
、
土
鍋
が
火
に
慣

れ
て
丈
夫
に
な
り
ま
す
。

土
鍋
の
外
側
は
、
素
焼
き
の

た
め
も
ろ
い
も
の
で
す
。
水
に

ぬ
れ
た
ま
ま
火
に
か
け
る
と
、

ヒ
ビ
割
れ
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
土
鍋
を
洗
っ
て
、
そ
の
ま

ま
火
に
か
け
な
い
よ
う
に
外
側

の
水
気
を
よ
く
ふ
き
取
る
の
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
火
加
減
は
初
め
か

ら
強
火
に
し
な
い
で
、
弱
火
か

ら
次
第
に
強
火
に
し
ま
す
。
火

か
ら
下
ろ
し
た
と
き
に
、
ぬ
れ

た
も
の
の
上
に
直
接
置
く
の
も

禁
物
で
す
。

土
鍋
は
使
っ
て
い
る
忝
ち
に

ヒ
ビ
が
入
っ
て
き
ま
す
。
多
少

の
ヒ
ビ
割
れ
な
ら
、
土
鍋
で
お

カ
ユ
を
煮
る
か
牛
乳
を
沸
か
す

と
、
緇
か
い
ヒ
ビ
に
で
ん
ぷ
ん

質

や
た
ん
ぱ
く
質
が
し
み
込

み
、
接
着
剤
の
役
目
を
す
る
た

め
、
ヒ
ビ
割
れ
が
大
き
く
な
る

の
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

使
い
終
っ
た
土
鍋
は
、
中
を

き
れ
い
に
す
る
程
度
の
感
じ
で

洗
い
ま
し
ょ
う
。
外
側
の
鍋
の

底
を
、
力
を
入
れ
て
ゴ
シ
ゴ
シ

洗
う
と
、
ヒ
ビ
割
れ
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

土
鍋
は
、
乾
燥
し
た
場
所
に

し
ま
っ
て
お
く
こ
と
。
澀
っ
た

場
所
に
置
く
と
、
嫌
な
に
お
い

か
っ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

青 森 県 最 低 賃 金 が

改 正 さ れ ま し た
。

卜改正内容

最低賃金額

１ 日 ３，７３８円

賃金の大部分が時間によって定められて

いる者（時間給者凵 こついては

１時間 ４６８円

卜照会、赧炎は

青 森 労 働 基 準 局

００１７７（３４）４１１１

む つ 労 働 基 準 監 督 署

０（２２）３１３６

満１歳になる
赤ちゃんを

掲載しています

満１歳になる前の月の１５日ま

でに、役場総務課まで連絡く

ださい。

火事・緊急の場合は

‘１１ ９ 番 ヘ

サイレンの試験日は
毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 登３８―２２６６

一戸 籍 の窓 口
－
１０月１５日現在
－

○ お 誕 生 お め で と う

松本 香苗（達 也）磯 谷

樋口 博紀（達 也）古佐井

竹内 美里（彦 三）牛 滝

福田 尚矢（武 光）磯 谷

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 新田 祐一 川内市：
田眞紀子 磯 谷

（山本 邦宏 むっ市
田中 幸子 磯 谷

館脇 健一 矢 越Ｇ
田久美子 大佐井

（田中 忍 福 浦
長谷むら子 風間浦村

青山 基 十和田市巛

藤利嘉子 福 浦

○ おく やみ申し 上げます

石田 スィ（和 康）大佐井

宮木喜久代（和 夫）大佐井

太田 くに（高 光）古佐井

長島まり子（力 一）大佐井

９月３０日現在人口（前月比）

男 １，８５／（＋５）

女 １，８９７（十∠↓）

計 ３，７５４（＋９）

世帯数 １，１２０（十已）
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